


祝 

広報によど川 10月号 《2》 

｜特｜集｜ 年輪 

各
地
区
で
長
寿
を
祝
う
敬
老
会 

105歳とは思えないお元気な大野勝　さん。手にした 

鉢植えは、敬老の日にお孫さんから送られたものです 

 ８月末現在、町の人口7,245人のうち、70歳以

上の方は2,804人。長年社会に貢献してきたお

年寄りを敬愛し長寿をお祝いしようと、各地

区で敬老会が開かれました。 

　各地区とも、趣向を凝らした余興や豪華な

ごちそうでお年寄りをもてなし、会場は終始

笑いの絶えない、楽しい雰囲気に包まれまし

た。 

いつまでもお元気で…９月15日は敬老の日 

町内最高齢者は大野勝　さん（105歳） 
 　

大
野
勝
　
さ
ん
（
下
北
川
）
は
明
治
三
十
六
年
二
月
十
二
日
生
ま
れ
。 

　
補
聴
器
が
必
要
に
な
っ
た
の
と
、
神
経
痛
が
あ
る
以
外
は
と
て
も
お
元

気
で
、
月
に
一
度
往
診
に
み
え
る
お
医
者
さ
ん
か
ら
も
、
血
圧
、
脈
拍
と

も
正
常
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
　 

　
食
事
は
朝
晩
の
二
回
、
庭
先
を
散
歩
し
た
り
、
時
に
は
一
人
で
お
風
呂

に
入
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
で
好
き
な
相
撲
や
プ
ロ
野
球
を
見
た
り
す
る
毎
日

を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
九
十
九
歳
ま
で
近
く
の
茶
畑
で
作
業
を
し
、
百
歳
ま
で
お
一
人
で
生
活

し
て
い
た
と
い
う
大
野
さ
ん
。
同
居
し
て
い
る
息
子
の
松
吉
さ
ん
ご
夫
婦

は
「
町
内
で
一
番
で
す
か
？
代
々
長
生
き
の
家
系
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て

も
百
五
歳
と
い
う
年
齢
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
県
内
一
、
日
本
一
の
最
高
齢
を
目
指
し
て
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

か つ 　　 き  



祝 

《3》 広報によど川 10月号 

｜特｜集｜ 年輪 

　
第
五
十
一
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
（
主
催
・
高
知

新
聞
社
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
ほ
か
）
が
九
月
一
日
、

高
知
市
の
三
翠
園
で
行
わ
れ
、
町
か
ら
も
十
二
組
の

ご
夫
婦
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
最
初
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
半
世
紀
の

出
来
事
が
写
真
や
映
像
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
懐
か
し
い
映
像
な
ど
に
、
二
人
の
思
い
出
や
歴

史
を
重
ね
合
わ
せ
る
よ
う
に
穏
や
か
な
表
情
で
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
尾
　
正
直
知
事
ら
の
祝
辞
、
参
加
夫
婦
代

表
の
謝
辞
な
ど
が
あ
り
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
記
念
撮
影
。
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
の
写
真

は
、
ご
夫
婦
の
宝
物
の
一
つ
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

   
　
今
年
の
金
婚
夫
婦
は
昭
和
三
十
三
年
に
結
婚
さ
れ

た
方
々
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
第
一
号
の

チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
発
売
さ
れ
、
プ
ロ
野
球
で
は
長

嶋
茂
雄
選
手
が
新
人
王
を
獲
得
、
高
知
市
内
に
は
県

内
初
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
店
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

高
知
放
送
局
が
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
た
の
も
こ
の

年
で
す
。 

　
町
内
で
は
上
仁
淀
橋
が
開
通
、
寺
村
橋
の
架
け
替

え
、
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
第
一
次
移
民
の
渡
航
開

始
な
ど
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

出
席
さ
れ
た
12
組
の
ご
夫
婦 

 

赤
井
澤
義
雄
・
や
い
　
（
西
古
城
山
） 

井
上
　
輝
美
・
國
子
　
（
大
崎
） 

小
野
　
善
秀
・
嘉
壽
子
（
竹
谷
） 

片
岡
　
昇
一
・
和
榮
　
（
蕨
谷
） 

片
岡
　
成
果
・
冨
士
子
（
正
ノ
石
） 

片
岡
　
守
雄
・
須
磨
　
（
上
屋
敷
） 

川
村
欽
之
助
・
房
子
　
（
上
土
居
第
一
） 

黒
川
　
輝
夫
・
春
子
　
（
宗
津
） 

酒
井
　
義
清
・
絹
代
　
（
安
居
土
居
） 

隅
田
　
春
利
・
菊
子
　
（
宗
津
） 

藤
原
　
佐
義
・
安
子
　
（
別
枝
中
村
） 

山
本
謙
次
郎
・
三
惠
　
（
正
ノ
石
） 

 

祝 

金
婚 

共
に
歩
ん
だ 

半
　
世
　
紀 



広報によど川 10月号 《4》 

地域ぐるみで防災意識を高めよう！ ふ
る
さ
と
で
社
会
福
祉
実
習 

　４月に消防学校へ入校し、６カ月間の初任教育課程を修了、消防士としての基礎実技と学術および厳正な規律

とおう盛な士気、体力を身につけた２人を紹介します。２人は10月から高吾北消防署（越知町）で勤務につきます。 

畠中　宏文（26） 

町民の皆様が安心して暮

らしていけるよう精いっ

ぱい頑張りますので、よ

ろしくお願いします。 

吉岡　憂（21） 

町民の皆様に信頼されるよう

な消防士になれるよう日々訓

練に励んでいきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

　美作大学（岡山県）４年生の西村亮一

さんが、大学の社会福祉教育の一環と

して町包括支援センターで実習を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

　西村さんは長者出身。大学卒業後

は、仁淀川町で福祉の仕事に就くこと

を希望しています。８月初旬から約４

週間にわたって行った実習の間に感じ

たことを報告してくれました。 

　
こ
の
た
び
、
社
会
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
取
得
す
る
た

め
に
仁
淀
川
町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
習
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
士
と
い
う
の
は
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
て
、
一
緒
に
問

題
を
解
決
し
て
い
く
相
談
職
で
す
。 

　
町
は
高
齢
化
が
進
行
し
人
口
の
約
半
分
が
高
齢
者
と
な

り
、
若
い
人
た
ち
は
町
外
へ
流
出
し
て
い
ま
す
。
若
者
は

帰
っ
て
こ
よ
う
に
も
就
職
す
る
場
が
な
い
、
ま
た
帰
っ
て

く
る
気
が
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
数

年
後
、
仁
淀
高
校
が
廃
校
と
な
り
、
さ
ら
に
少
子
化
が
進

行
し
地
域
の
高
齢
化
や
衰
退
が
進
行
す
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
（
き
ぐ
）
し
て
い
ま
す
。 

　
町
の
行
政
・
住
民
が
協
力
し
、
若
者
が
帰
っ
て
こ
ら
れ

る
町
・
帰
っ
て
来
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
行

い
、
町
が
今
後
も
存
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
町
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
、
町
の
大
体
の
こ
と
を
分
か

っ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
大
学
に
進
学
し
外
か
ら
の

視
点
で
町
の
研
究
を
進
め
る
中
で
、
素
晴
ら
し
い
自
然
、

温
か
い
人
た
ち
、
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
・
文

化
・
祭
り
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
今
の
若
者
は
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
会
に
あ
こ
が

れ
、
地
方
を
離
れ
て
い
く
人
が
多
く
い
ま
す
。
就
職
先
が

少
な
い
た
め
そ
れ
を
悪
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
一
度
立

ち
止
ま
り
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
も
う
一
度
地
元
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

町職員（右から2人目）と一緒に高齢者 
宅を訪れ、生活状況を聞き取る西村さん 

高吾北消防署の「New Face」！ 

みま さか 

よし おか　　　ゆう はたけなか　 　ひろ ふみ  

長
者
出
身
の 

大
学
４
年
生 



《5》 広報によど川 10月号 

地域ぐるみで防災意識を高めよう！ 地域ぐるみで防災意識を高めよう！ 
　
今
後
三
十
年
以
内
に
五
〇
％
、
五
十
年
以
内
に
は
九
〇
％
の
確
立
で
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
地
震
や
、
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規

模
災
害
に
備
え
、
町
で
は
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
自
主

防
災
組
織
の
設
立
を
勧
め
て
い
ま
す
。 

な
ぜ
組
織
が
必
要
な
の
？ 

　
も
し
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
で
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
？ 

　
各
地
で
建
物
の
倒
壊
や
火
災
が

発
生
し
、
電
話
が
不
通
と
な
り
、
道

路
や
水
道
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
防
災

関
係
機
関
の
活
動
は
著
し
く
制
限
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
住
民
は「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
信
念
と
連
帯
意
識
を
持
ち
、

初
期
消
火
、
情
報
の
収
集
伝
達
、
避

難
誘
導
、
被
災
者
の
救
出
、
応
急
手

当
、
給
食
・
給
水
な
ど
自
主
防
災
活

動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
災
害
に
対
し
て
地
域
で
取
り
組
む

「
自
主
防
災
組
織
」の
設
立
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
？ 

　
日
ご
ろ
は
防
災
備
蓄
物
資
の
整

備
や
情
報
収
集
・
連
絡
体
制
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
を
想
定
し

た
地
域
防
災
訓
練
や
救
命
講
習
の

実
施
な
ど
、
防
災
意
識
を
深
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
初

期
消
火
や
被
災
者
の
救
出
な
ど
具

体
的
な
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。 

町
内
の
組
織
設
立
状
況
は
？ 

　
現
在
、
町
内
十
地
区
が
自
主
防

災
組
織
を
設
立
し
て
い
ま
す
。（
別

表
） 

　
し
か
し
、こ
の
地
区
数
は
町
全
体

の
約
二
割
と
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
で

す
。
町
で
は
本
年
度
末
ま
で
に
、
五
割

の
地
区
が
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
各
地
区
で
説
明
会
や
防
災

学
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
で
行
わ
れ
る
際
に

は
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
関

心
の
あ
る
地
区
は
、お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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　８月31日、南海地震（マグニチュード８.４、震度５強）

を想定した防災訓練が町内３地区（寺村・上土居・

森）を中心に行われました。 

　この訓練は県内全域で行われる防災訓練に合わ

せて実施されたもので、本町でも一般住民、消防団の

ほか女性防火クラブ、自主防災組織など総勢約

1000人が参加しました。 

　訓練では地震発生後の住民の避難、炊き出し、初期

消火、応急処置などのほか、消防団による救助訓練、

小型ポンプを中継しての消火訓練などが行われ、参加

者は本番さながらに真剣な表情で取り組んでいました。 

南海地震想定し防災訓練 
住民ら1000人参加 

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を 

 




